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この夏予定の北部厚生会館１階の改装プランがいよいよ固まって
まいりました。皆さまのご意見をお待ちしています。
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公　　示
定款第 53条に基づき第 79回通常総代会を下記のように開催します。

記
日時：2007年５月 25日（金）午後 5時～午後 8時 30分
場所：南部食堂ホール
議題
　【第１号議案】2006年度活動報告・2007年度活動方針決定の件
　【第２号議案】2006年度決算報告・欠損金処分案並びに監査報告承認と
　　　　　　　  2007 年度予算並びに借入金最高限度額・役員報酬決定の件
　【第３号議案】役員選挙の件
　【第４号議案】議案議決効力の発生の件

名古屋大学消費生活協同組合
理事長　福家俊朗



主　
張

　

名
大
生
協
で
は
２
月
で
２
０
０
６

年
度
の
決
算
を
終
え
、
こ
の
時
期
上

級
生
た
ち
が
新
入
生
を
温
か
く
迎
え

る
新
学
期
活
動
を
終
え
て
、
１
年
の

総
決
算
と
言
う
べ
き
総
代
会
の
準
備

に
理
事
会
、
組
織
委
員
会
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

当
初
、
予
算
が
達
成
さ
れ
ず
、
ま

た
ア
ス
ベ
ス
ト
工
事
に
よ
る
医
学
部

の
主
要
店
舗
の
閉
店
な
ど
も
あ
り
、

事
業
剰
余
の
確
保
が
難
し
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
が
、
専
従
職
員
の
努
力
、

経
費
の
節
減
、
そ
し
て
何
よ
り
も
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
の
お
か
げ

を
持
ち
ま
し
て
、
事
業
剰
余
を
連
続

し
て
黒
字
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

名
大
生
協
は
創
立
50
周
年
を
期
に

策
定
し
た
﹁
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
と
﹁
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
は
理

系
地
区
に
待
望
の
書
籍
店
﹁
ブ
ッ
ク

ス
・
フ
ロ
ン
テ
﹂、
喫
茶
﹁
カ
フ
ェ
・

フ
ロ
ン
テ
﹂
が
オ
ー
プ
ン
、
10
月
に

は
理
系
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
食
堂
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
明
る
く
清
潔
な

﹁
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
﹂
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
建

物
の
建
設
に
あ
た
っ
て
名
大
生
協
は

こ
れ
ま
で
の
組
合
員
の
利
用
に
よ
る

蓄
え
、
約
１
億
１
千
万
円(

施
設
開

設
準
備
金)

を
大
学
に
寄
付
し
ま
し

た
。

　

総
代
会
は
生
協
の
最
高
議
決
機
関

で
、
前
年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
と

決
算
の
承
認(

剰
余
金
処
分
を
含
む)

お
よ
び
今
年
度
活
動
方
針
と
予
算
、

新
役
員
を
決
定
す
る
重
要
な
会
議
で

す
。
今
年
度
の
第
79
回
通
常
総
代
会

の
日
程
は
５
月
25
日(

金)

の
夕
方

５
時
か
ら
８
時
半
に
南
部
食
堂
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。
わ
ず
か
１
日
で
、

し
か
も
夕
刻
の
一
時
で
こ
れ
ら
の
こ

と
を
す
べ
て
議
論
し
尽
く
す
と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
時
間
的
に
難
し
い

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
協
で

は
事
前
に
カ
ラ
ー
版
の
総
代
会
解
説

書
﹁
よ
く
わ
か
る
総
代
会
﹂
を
作
成

し
、
建
物
毎
に
議
案
書
説
明
会
を
開

催
し
た
り
、
各
店
舗
や
生
協
通
信
を

利
用
し
て
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
利
用
す
る
組
合
員
が
主
人
公
の

生
協
で
は
﹁
組
合
員
の
声
﹂
と
し
て

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

参
加
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
組
合
員

の
た
め
に
は
メ
ー
ル
で
の
ご
意
見
や

感
想
も
随
時
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
代
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
総
代
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

各
組
織
委
員
会
代
表
と
専
従
職
員

で
構
成)

で
鋭
意
検
討
を
加
え
、
４

つ
の
テ
ー
マ(

健
康
パ
オ
、
防
災
・

地
震
災
害
対
策
、
ク
ラ
ス
写
真
投
票
、

Ｓ
Ｓ(

各
部
門
別
サ
ポ
ー
タ
ー)

・

生
活
班
︶
に
つ
い
て
の
ブ
ー
ス
を
設

け
展
示
説
明
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。
時
間
は
45
分
ほ
ど
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
を
考
え
て
順
番
に

ま
わ
っ
て
も
ら
い
、
色
々
な
活
動
や

状
況
が
よ
り
把
握
で
き
、
理
解
し
合

総
代
会
に
積
極
的
な

ご
意
見
・
ご
提
案
を
！

え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
に
は
書
籍
部
が
移
動
し
た

あ
と
の
北
部
厚
生
会
館
１
階
の
全
面

的
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
利
用
し
た

い
も
の
、
コ
ー
ナ
ー
な
ど
へ
の
ご
意

見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
新
し

い
お
店
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

生
協
総
代
の
要
請
に
受
諾
を
お

願
い
し
ま
す

　

現
在
、
総
代
会
解
説
書
﹁
よ
く
わ

か
る
総
代
会
﹂
を
送
付
し
、
併
せ
て

総
代
の
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
総
代
の
定
数
を
３
月
理
事
会
に

於
い
て
教
職
員
総
代
を
40
人
、
院
生

総
代
を
48
人
と
決
定
し
ま
し
た
。
現

在
、
ク
ラ
ス
、
職
域
、
研
究
室
単
位

で
総
代
の
選
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
生
協
総
代
の
要
請
依
頼
書
が

届
き
ま
し
た
ら
ご
一
読
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ぜ
ひ
と
も
ご
意
見
・
ご
提
案

を
出
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
総
代

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
都
合
が
合

う
よ
う
で
し
た
ら
総
代
会
へ
の
出
席

も
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



ミニ平和資料館
＆フェアトレードカフェ

2007 年６月９日 (土 )、10日 ( 日 )
名古屋大学平和憲章は、今年で制定 20周年を迎えました。当時、名古
屋大学の構成員の過半数による署名で制定された「名古屋大学平和憲章」
に基づき、名古屋大学は平和のための学術研究を行ってきました。
近年、大学内でも平和に関する活動に取り組む団体が増えてきています。
日本の戦争体験や現在の平和維持への取り組み、そして世界での平和活
動について、お茶を飲みながら語り合い、一緒に考えてみませんか ?

< 内容 >
・世界の児童労働の現状、フェアトレードに関するの展示 (ユニセフ班 )
・千種区の戦争遺跡マップの展示 (千種区 9条の会 )
・ミニ平和資料館パンフレット (名大九条の会 )
・フェアトレードカフェ (ユニセフ班 )

会場：全学教育棟１階Ｓ17教室

< 特別企画＞
6月 9日 ( 土 )
戦争を語る会 (千種区 9条の会 )
　11時～栗本伸子さん
　13時～渡辺さん
　15時～志水てつえさん

６月 10日 ( 日 )
DVD上映会
　11時～映画「日本国憲法」
　13時～ 9条の会 (録画 ) 講演会
　15時～映像で見る「日本国憲法」

チャールズ・オーバビー博士講演会

「国際平和と憲法9条」　　
日時：2007年 6月 6日 ( 木 )18 時～
会場：法学部第 3講義室

チャールズ・オーバビー博士 (オハイオ大学名誉教授 )は、中部大学客員教授とし
て来日中、広島の原爆資料館を訪れ、地上の惨状を知って愕然とされ、1991年３
月に、アメリカで「第９条の会」を創設されました。第９条は 21世紀における世
界の指導原理であるとして、日本の平和運動活動者にも積極的にメッセージを送る
など精力的に運動を展開されています。

主催：名大九条の会、平和憲章委員会

主催：名大九条の会、平和憲章委員会、生協ユニセフ班

入場無
料



映
画

平和憲章制定20周年記念名大祭企画

６月10日 (日 )
会場 : ＩＢ電子
情報館大講義室

第一部上映 
  12：30～
第二部上映
   15：30～

大澤豊監督の舞台
挨拶があります。

憲法学者の長谷川正安名古屋大学名誉教授の講演会
14：55～ ( 一部と二部の映画上映の間に同時開催 )

当日は混雑が予想されますので、事前に「前売り協力券」(一般 1,200 円、
学生・院生 1,000 円 ) をご購入ください。
「前売り協力券」は名大生協旅行・サービス部で販売いたしております。

主催：名古屋大学平和憲章委員会

世 界 の 宝・
日本国憲法は
こうして作ら
れた！



映画（DV
D）上映会

　　　入場無料

夏の組合員交流企画パート1

作品　フラガール
日時6月26日（火）17:30～
場所　北部2Fゆ～どん
　　　　　　日時6月27日（水）17:30～
　　　　　　場所　カフェフロンテ

映画（DV
D）上映会

　　　入場無料

　昭和 40 年代、福島県の常磐炭
坑が危機的状況に陥っていく中
で、町おこし事業として立ち上
がった常磐ハワイアンセンター
の誕生にまつわる実話を基に、
フラダンスショーを成功に導く
ために奮闘した人々の姿を描い
た感動の作品です。エネルギー
需要が石炭から石油へと大幅に
転換していく中で閉山を迫られ
る炭坑会社は本場のハワイアン
ダンスを学んだ平山まどかを東
京から招き地元の娘たちにフラ
ダンスの特訓をはじめるが、山
で生きてきた住民は猛反対。ダ
ンサーへの風あたりも強くなっ
ていく。主演の松雪泰子をはじ
め青井優、南海キャンディーズ
のしずちゃん（山崎静代）らが
魅惑的なフラダンスを披露する。
第 30 回日本アカデミー賞最優秀
作品賞など 8 部門を獲得した話
題作です。

日 本 ア カ デ ミ ー 賞
最優秀作品賞受賞作品



ビアガーデン

夏の生協組合員交流企画パート2
能登半島地震災害救済

ビアガーデン
日時：６月28日（木）17：30 ～ 20：00
場所：北部厚生会館２階
「ゆ～どん」

　　　前売り５００円チケットを買うとお得（約29％ Off）
　前売りチケットは、生ビール中ジョッキー１杯とおつまみ２品付きです。

お一人一枚一回限りです。あとは下の割引券をご利用下さい。
前売りチケットを購入希望の方は kyoshoku-c@coop.nagoya-u.ac.jp にて受け付けています。

お品書き：生ビール 　　   400 円
　　　　　おつまみ (1品 )  150 円
　　　　　（枝豆、焼きそば、串カツ、唐揚げ、肉じゃがなど）
　　　　　名大学章入り地ビール 400 円

今回もこのビアガーデン企画での収益のすべてをユニセフを通して能登半島地震災害義捐金に
募金いたします。あなたの利用が救援に ! ！

企画：名大生協教職員委員会

夏の組合員交流企画
能登半島地震災害救援

ビアガーデン
割引券 (全品10％Off)
合計金額の 10％を端数１０円単位で割引いたします
い　つ：６月２８日 (木 )17:30 ～ 20:00 ころ
どこで：北部厚生会館 2Fゆ～どん
めにゅー：生ビール  400 円
　　　　　缶ビール  250 円
　　　　　名大学章入り地ビール 400 円
　　　　　　（お持ち帰りは割引対象外です）
　　　　　おつまみ（１品） 150 円
（枝豆、焼きそば、串カツ、唐揚げ、肉じゃがなど）

　　　　　　　　企画は名大生協教職員委員会　

夏の組合員交流企画
能登半島地震災害救援

ビアガーデン
割引券 (全品10％Off)
合計金額の 10％を端数１０円単位で割引いたします
い　つ：６月２８日 (木 )17:30 ～ 20:00 ころ
どこで：北部厚生会館 2Fゆ～どん
めにゅー：生ビール  400 円
　　　　　缶ビール  250 円
　　　　　名大学章入り地ビール 400 円
　　　　　　（お持ち帰りは割引対象外です）
　　　　　おつまみ（１品） 150 円
（枝豆、焼きそば、串カツ、唐揚げ、肉じゃがなど）

　　　　　　　　企画は名大生協教職員委員会　



教
職
員
委
員
会
合
宿
の
報
告

　

去
る
、
３
月
10
日
︵
土
︶
か
ら

11
日
︵
日
︶
に
か
け
て
、
名
大
生

協
教
職
員
委
員
会
は
南
知
多
山
海

温
泉
﹁
レ
・
シ
ー
ア
南
知
多
﹂
で

２
０
０
７
年
度
方
針
合
宿
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
大
学
に
集
合
し
、
四

谷
か
ら
都
市
高
速
に
入
り
南
知
多

道
路
を
通
り
10
時
過
ぎ
に
内
海
に

到
着
。
翌
日
の
午
後
０
時
ま
で
、

２
０
０
７
年
度
の
委
員
会
の
活
動
方

針
を
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

生
協
は
、
私
達
組
合
員
が
出
資
し
、

お
店
を
利
用
し
、
自
ら
運
営
し
て
い

く
組
織
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
改
善
要
望
を
実
現
し
、
利
用
し

や
す
い
お
店
作
り
を
す
す
め
て
い
く

の
が
組
織
委
員
会
の
役
割
で
す
。
食

堂
、
購
買
、
書
籍
、
旅
行
・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
共
済
・
保
険
の
各
事

業
活
動
の
い
ず
れ
か
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、
一
緒
に

委
員
会
に
加
わ
り
生
協
運
営
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
教
職
員
委
員
会
で
は
、
組

合
員
の
文
化
的
向
上
を
目
指
し
て
、

文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
も

重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
こ
の
分
野
で
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
こ
の
記
事

を
読
ま
れ
て
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
是
非
、
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ア
ド
レ
ス
は
表
紙

に
記
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
委
員
会
の

　
　

２
０
０
７
年
度
活
動
方
針

組
織
活
動

○
加
入
推
進
活
動

　

新
し
く
名
古
屋
大
学
に
赴
任
さ
れ

た
教
職
員
に
対
し
て
、
生
協
の
利
用

の
手
引
き
、
加
入
の
案
内
な
ど
を

Ｄ
Ｍ
で
送
り
加
入
を
呼
び
か
け
ま

す
。
６
月
末
ま
で
に
新
し
く
組
合

員
に
な
ら
れ
た
方
に
は
新
天
地
で

必
ず
必
要
と
な
る
名
刺
作
成
補
助

券
︵
２
０
０
０
円
割
引
︶
と
食
堂
利

用
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
進
呈
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
是
非
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
総
代
の
選
出

　

５
月
25
日
の
総
代
会
に
向
け
て
各

職
域
を
中
心
に
総
代
の
選
出
を
進
め

ま
す
。

○
総
代
会
議

　

総
代
会
終
了
後
や
秋
の
委
員
会
企

画
の
前
に
総
代
さ
ん
を
中
心
に
総
代

会
の
報
告
や
委
員
会
活
動
の
紹
介
を

お
こ
な
い
総
代
さ
ん
と
一
緒
に
企
画

を
進
め
ま
す
。

○
利
用
者
懇
談
会

　

春
は
総
代
会
の
議
案
書
説
明
会
と

し
て
各
建
物
毎
で
開
催
で
き
る
よ
う

に
準
備
し
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ

ん
の
周
り
で
総
代
会
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
下
さ
い
。

機
関
紙
活
動

　

か
け
は
し
を
奇
数
月
に
発
行
し
、

研
究
科
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
継
続
し

て
掲
載
し
ま
す
。
生
協
か
ら
の
情
報

と
組
合
員
の
交
流
・
情
報
誌
と
な
る

よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
読
者
参
加

の
懇
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

コ
ー
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
企
画

○
葦
毛
湿
原
ハ
イ
キ
ン
グ
︵
４
月

28
日
︶、
秋
の
中
山
道
ハ
イ
キ
ン
グ

(

11
月
３
日)

○
音
と
し
ゃ
べ
り
の
金
曜
サ
ロ
ン

︵
11
月
30
日
か
12
月
７
日
︶
地
元
の

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
す
。

○
木
曜
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
で
隠
れ
た

名
作
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

(

毎
月
最
終
木
曜
日
に
開
催
予
定)

○
歌
声
喫
茶
︵
未
定
︶

○
文
化
講
演
会
︵
検
討
課
題
︶

平
和
・
環
境
活
動

○
平
和
憲
章
制
定
20
周
年
の
年
に
ふ

さ
わ
し
い
平
和
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
平
和
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
名
古
屋
大
学

平
和
憲
章
委
員
会
と
共
催
の
形
で
実

施
し
ま
す
。
(1)
豊
川
海
軍
工
廠
跡
地

調
査
︵
開
催
日
未
定
︶、
(2)
立
命
館

大
学
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
ツ

ア
ー
︵
開
催
日
未
定
︶

○
平
和
憲
章
エ
ッ
セ
イ
募
集
を
学

生
・
院
生
の
組
合
員
に
呼
び
か
け
ま

す
。︵
４
月
１
日
～
６
月
末
日
︶

○
名
大
祭
で
平
和
憲
章
委
員
会
と
し

て
﹁
日
本
の
青
空
﹂
上
映
会
と
長
谷

川
正
安
名
誉
教
授
講
演
会
を
開
催
し

ま
す(

６
月
10
日
︶。
学
生
の
ユ
ニ

セ
フ
班
と
協
力
し
て
ミ
ニ
平
和
資
料

館
を
開
催
し
ま
す
。︵
６
月
９
・
10
日
︶

○
日
中
不
再
戦
の
誓
い
と
瑞
浪
化
石

博
物
館
見
学
を
実
施
し
ま
す
。︵
９

月
16
日
︶

組
合
員
交
流
企
画

○
夏
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン(

６
月
28
日)

と
映
画
上
映
会
﹁
フ
ラ
ガ
ー
ル
﹂︵
６

月
26
・
27
日
︶、
冬
の
赤
ち
ょ
う
ち

ん
と
映
画
上
映
会
︵
11
月)

を
実
施

し
ま
す
。

工
場
・
産
地
見
学

○
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
商
品
や
生
協
食
堂
の
食

材
工
場
を
見
学
し
ま
す
。︵
開
催
日

未
定
︶

○
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
り
ん
ご
産
地
見
学
︵
11

月
中
旬
予
定
︶

東
海
地
域
・
全
国
と
の
連
帯
活
動

○
全
国
の
大
学
生
協
教
職
員
委
員
会

と
の
交
流
を
す
す
め
ま
す
。︵
今
年

は
広
島
大
生
協
に
て
開
催
予
定
︶

○
東
海
地
域
セ
ン
タ
ー
教
職
員
活
動

セ
ミ
ナ
ー
︵
７
月
21
・
22
日
︶

と
多
彩
な
企
画
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
下
さ
い
。



 月 日  　  事 　 　  項  　 　 　 　 場 　 所 　

３月 ２日 ( 金 ) 新学期プロジェクト 南部食堂ホール

　　 10-11 日 2007 年度教職員委員会活動方針合宿 ホテル「レ・シーア南知多」

　　16 日 ( 金 ) 平和憲章委員会 組合書記局

　　16 日 ( 金 ) 新学期プロジェクト ゆ〜どん

　　19 日 ( 月 ) ３月度理事会 ゆ〜どん

４月  2 日 ( 月 ) ４月度第 1 回教職員委員会 ＩＢカフェ

　　 ４日 ( 水） 総代会プロジェクト ゆ〜どん

　　 ５日 ( 木 ) 東海地域センター市域部会 東海会館

　　 ９日 ( 月 ) ４月度常任理事会 ゆ〜どん

　　13 日 ( 金 ) 総代会プロジェクト ゆ〜どん

　　16 日 ( 月 ) ４月度第２回教職員委員会 ＩＢカフェ

　　20 日 ( 金 ) 平和憲章委員会 組合書記局

　　23 日 ( 月 ) ４月度理事会 南部食堂ホール

　　24 日 ( 火 ) 総代・組合員懇談会 グリーンサロン東山

　　27 日 ( 金 ) 総代会プロジェクト ゆ〜どん

　　28 日 ( 土 ) 葦毛湿原ハイキング ( 中止 ) 

教職員委員会活動日誌（2007 年３・４月）

４
月
度
理
事
会
報
告

　

４
月
23
日
18
時
20
分
か
ら
南
部
食

堂
ホ
ー
ル
に
於
い
て
４
月
度
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項

１
、
第
79
回
総
代
会
成
功
に
向
け
て

総
代
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
検
討

状
況
が
報
告
さ
れ
、﹁
よ
く
わ
か

る
総
代
会
﹂
の
配
布
・
活
用
方
法

を
検
討
し
た
。
本
議
案
書
の
作
成

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
５
月
25
日(

金)

の
総
代
会
に
向
け
た
検
討
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

２
、
北
部
厚
生
会
館
改
装
提
案
に
関

し
て北

部
厚
生
会
館
１
階
の
店
舗
改
装

検
討
が
新
学
期
活
動
で
中
断
し
て

い
た
が
４
月
か
ら
再
開
し
店
舗

レ
イ
ア
ウ
ト
が
概
ね
決
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
営
業
時
間
は
８
時
か
ら

20
時
ま
た
は
20
時
30
分
で
検
討
中

で
す
。
焼
き
た
て
パ
ン
の
ベ
ー
カ

リ
ー
工
房
の
本
年
度
設
置
は
見
送

ら
れ
ま
し
た
。
な
ど
検
討
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
新
店
舗
獲
得
実
現
に
関
し
て

現
プ
ラ
ン
ゾ
が
入
っ
て
い
る
全
学

教
育
棟
が
今
年
夏
か
ら
耐
震
工
事

に
入
り
ま
す
。
改
修
後
の
福
利
厚

生
施
設
と
し
て
生
協
か
ら
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
お
店
と
建
物
南
側
の
中

庭
活
用
も
含
め
て
提
案
を
大
学
側

に
し
て
い
ま
す
。

４
、
平
和
憲
章
エ
ッ
セ
イ
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後

全
学
教
育
棟
の
掲
示
板
に
は
平
和

憲
章
20
周
年
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
宣
伝
場
所
の
確
保
を
し
て
い
ま

す
。
連
休
明
け
か
ら
エ
ッ
セ
イ
募

集
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
宣
伝
し

ま
す
。
名
大
祭
企
画
と
し
て
映
画

﹁
日
本
の
青
空
﹂
の
大
澤
豊
監
督

挨
拶
を
含
む
映
画
上
映
会
と
長
谷

川
正
安
名
誉
教
授
講
演
会
の
講
演

会
を
平
和
憲
章
委
員
会
と
共
催
し

ま
す
。

報
告
事
項

　

学
生
委
員
会
か
ら
新
入
生
歓
迎
企

画
の
様
子
を
﹁
渡
る
世
間
は
友
ば
か

り
﹂﹁
行
列
の
出
来
る
履
修
相
談
所
﹂

﹁
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
﹂
な
ど
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
の

多
彩
で
元
気
な
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
院
生
委
員
会
、
留
学
生
委
員
会
、

教
職
員
委
員
会
、
震
災
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
ズ
、W

ill

、
学
読
班
、
ユ
ニ
セ
フ

班
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
３

月
度
の
決
算
は
新
生
活
用
品
の
好
調

な
結
果
も
含
め
購
買
部
、
旅
行
サ
ー

ビ
ス
部
、
食
堂
部
、
印
刷
情
報
部
で

予
算
を
達
成
し
、
供
給
高
予
算
を

４
千
万
円
強
超
過
し
ま
し
た
。
事
業

剰
余
も
390
万
円
予
算
超
過
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
東
海
事
業
連
合
総
会

代
議
員
に
つ
い
て
職
員
１
名
、
学
生

２
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
を
選
出
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
、
20
時
30
分
に
閉
会

し
ま
し
た
。



　

児
童
自
立
支
援
施
設
愛
知
学
園

で
、
入
所
少
年
二
人
が
警
察
に
連
行

さ
れ
る
様
子
を
、
他
の
入
所
児
童
ら

に
見
せ
て
い
た
問
題
が
、
波
紋
を
呼

ん
で
い
る
。
学
園
の
対
応
が
妥
当

だ
っ
た
か
ど
う
か
、
厚
労
省
が
調
査

に
乗
り
出
し
た
。

　

世
の
識
者
と
言
わ
れ
る
人
や
役
人

の
優
等
生
的
見
解
は
大
概
﹁
見
せ
し

め
は
論
外
だ
﹂
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
場
で
実
際
に
事
に

当
た
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
は
こ
う

い
う
対
応
に
つ
い
て
肯
定
的
だ
。

　

こ
れ
に
限
ら
ず
、
机
上
で
、
空
論

と
は
言
わ
な
い
が
、
理
想
だ
け
、
理

教
育
か
見
せ
し
め
か

念
だ
け
で
考
え
て
い
て
は
、
現
実
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
対
処
し
き

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
人
を
教
育
す

る
立
場
で
は
こ
の
こ
と
は
常
に
起
こ

る
。
人
は
千
差
万
別
、
一
々
の
事
例

の
起
こ
る
場
合
も
千
差
万
別
。
全
て

に
対
応
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
有

る
は
ず
が
な
い
の
だ
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
に
関
し
て
の
コ
メ
ン
ト
の

中
、﹁
何
事
も
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ

ス
面
が
あ
る
。
そ
の
効
果
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
﹂
と
言
っ
て
い
た

が
、
正
鵠
を
射
た
意
見
で
あ
る
と
思

う
。
何
事
も
現
場
を
無
視
し
て
は
成

り
立
た
な
い
。　
　
　
　
　
　

︵
Ｔ
︶

言

魔

　

犬
将
軍
綱
吉
が
聞
い
た
ら
褒
美
で

も
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ

う
な
、
お
犬
様
の
散
歩
風
景
に
出

会
っ
た
。

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
だ
っ
た
か
、
お
年
寄

り
用
の
手
押
し
車
で
あ
っ
た
か
、
十

分
記
憶
が
な
い
が
、
考
え
て
み
る
と
、

手
押
し
車
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ

の
上
に
か
な
り
大
き
な
犬
が
端
正

な
顔
を
し
て
す
っ
く
と
坐
っ
て
い

た(

変
な
表
現
だ
が
、
ち
ょ
こ
ん
と

坐
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
ピ
ン
ト
背

筋
を
伸
ば
し
て—

こ
れ
も
変
な
言
い

方
だ—

、
と
も
か
く
、
い
い
姿
勢
で

坐
っ
て
い
た)

。
さ
ら
に
、
回
り
に
、

２
、
３
匹
の
子
犬
が
い
た
。
子
犬
た

ち
は
、
回
り
の
籠
状
に
な
っ
て
い
る

部
分
に
入
っ
て
い
て
、
首
だ
け
出
し

て
い
た
が
、
す
れ
違
い
様
に
ち
ら
っ

と
見
た
だ
け
だ
か
ら
、
正
確
の
数
は

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
、

犬
が
、
車
に
乗
り
、
そ
れ
を
か
な
り

の
お
年
の
男
性
が
押
し
て
い
た
。

　

犬
の
散
歩
に
は
よ
く
出
会
う
。
し

か
し
、
こ
ん
な
の
は
初
め
て
見
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
車
を
押
し
て
い
る
人

の
散
歩
に
は
な
っ
て
も
、
肝
心
な
犬

の
運
動
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
っ

て
そ
こ
で
運
動
さ
せ
る
の
だ
ろ
う

か
。
ど
う
で
も
い
い
が
気
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
が
、
困

る
犬
の
散
歩
も
あ
る
。
綱
を
引
く
人

が
、
歩
道
の
右
端
か
、
左
端
に
い
て
、

犬
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
反
対
に
い
る
よ

う
な
散
歩
の
さ
せ
方
を
し
て
い
る
人

が
い
る
。
誰
も
い
な
い
と
き
は
い
い

の
だ
が
、
歩
道
を
歩
く
人
に
は
と
て

も
迷
惑
だ
。

　

今
の
お
犬
様
の
散
歩
を
見
た

ち
ょ
っ
と
後
で
、
別
の
犬
が
吠
え
立

て
て
い
る
。
何
事
か
と
見
れ
ば
、
こ

れ
ま
た
一
人
の
老
人
が
、
必
死
に

な
っ
て
吠
え
立
て
る
犬
を
抑
え
て
い

る
の
だ
が
、
引
っ
張
ら
れ
て
、
遂
に

転
ん
で
し
ま
っ
た
。
転
ん
で
寝
転

が
っ
た
ま
ま
必
死
に
な
っ
て
綱
を
抑

え
て
い
る
。
一
方
で
は
、
女
性
が
小

さ
な
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
た
の
だ

が
、
そ
れ
が
一
人
前
に
吠
え
た
て
、

道
の
あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
で
共
に
必
死

に
押
さ
え
込
も
う
と
し
て
い
る
姿

お
犬
様
の
散
歩

だ
っ
た
。
犬
は
か
な
り
力
が
強
い
か

ら
、
そ
の
散
歩
は
老
人
に
は
な
か
な

か
大
変
な
仕
事
だ
。
自
転
車
で
通
り

が
か
り
に
見
た
だ
け
だ
か
ら
、
後
の

こ
と
は
知
ら
な
い
が
、
あ
の
、
転
ん

で
い
た
老
人
は
ど
う
し
た
か
し
ら
。

　

犬
の
嫌
い
な
人
に
と
っ
て
は
、
散

歩
中
に
吠
え
立
て
る
犬
な
ど
は
困
り

も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
当
に
慎

ま
し
や
か
に
、
飼
い
主
の
後
に
従
う

犬
も
い
る
。
そ
う
い
う
犬
に
は
奥
床

し
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
大
抵

は
、
飼
い
主
を
引
っ
張
っ
て

ハ
ァ
ハ
ァ
や
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
ち
ょ
く
ち
ょ
く
、
車
で
の

犬
の
散
歩
に
出
会
う
。
そ
ん
な
こ
と

を
人
に
話
し
た
ら
、
そ
の
た
め
の
車

も
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
ど
う
も
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
知

ら
ぬ
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
か
し

ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
Ｔ
︶



魔

言

荒

唐

無

稽

　

生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の

多
発
を
警
告
し
て
い
る
報
道
に
接
し

た
。
自
宅
か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ル

内
に
お
い
て
交
通
事
故
の
50
％
が
発

生
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
を
半
径

1

キ
ロ
圏
に
ま
で
拡
大
す
る
と
実
に

70
％
の
事
故
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
と

い
う
。
ま
さ
に
、
徒
然
草
﹁
高
名
の

木
登
り
﹂
の
段
に
兼
好
が
指
摘
し
て

い
る
と
お
り
、﹁
過
ち
は
近
き
に
あ

り
﹂
で
あ
る
。

　

か
く
言
う
私
も
３
年
前
、
自
転
車

で
何
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
激
突
、
自
転
車
は
遥
か
先

ま
で
吹
っ
飛
び
、
私
自
身
道
路
に
頭

か
ら
激
突
、
額
を
数
針
縫
う
怪
我
を

し
、
前
歯
を
折
っ
た
。
そ
の
経
緯
を

﹁
高
名
の
木
登
り
﹂
と
題
し
て
公
表

し
、
自
ら
反
省
の
糧
に
し
て
い
る
。

何
も
急
ぐ
必
要
も
な
い
の
に
急
ぎ
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
そ
の
時
に
限
っ
て

被
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
車

に
ひ
か
れ
な
か
っ
た
の
が
せ
め
て
も

の
幸
い
だ
っ
た
。

　

生
活
道
路
は
、
多
く
狭
い

し
、
人
も
車
も
、
自
転
車
も
い

る
。
な
か
ん
づ
く
、
子
供
と
老
人
が

割
合
多
い
。
そ
れ
に
、
い
つ
も
馴
れ

た
と
こ
ろ
と
い
う
安
心
感
と
い
う
か

気
の
緩
み
も
あ
る
。
帰
宅
を
急
ぐ
人

も
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
諸
々
の

条
件
が
重
な
っ
て
、
上
記
の
よ
う
な

数
字
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
色
々
の
所
に
関
係
す
る
。

　

私
は
自
転
車
を
愛
用
し
て
い
る
の

だ
が
、
自
転
車
も
、
歩
道
や
生
活
道

路
で
は
と
て
も
危
な
く
て
ま
と
も
に

走
れ
な
い
。
危
険
と
見
え
て
も
、
危

な
い
と
言
わ
れ
て
も
、
車
道
を
通
る
。

我
れ
人
と
も
に
気
を
付
け
て
い
る
か

ら
、
こ
の
方
が
、
基
本
的
に
安
全
だ

と
思
う
。
し
か
し
、
や
は
り
、
自
転

車
専
用
道
路
の
無
い
の
は
、
自
転
車

乗
り
に
と
っ
て
は
何
と
も
恨
め
し
い

し
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
を
減
ら
す
た

め
に
も
、
自
転
車
の
普
及
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
そ
の
障
碍

に
な
っ
て
い
る
。
話
は
逸
れ
た
が
、

え
て
し
て
、
安
全
と
思
え
る
と
こ
ろ

に
は
実
は
落
と
し
穴
が
あ
る
の
だ
。

︵
Ｔ
︶

　

コ
ウ
ト
ウ
ム
ケ
イ
と
読
む
。﹁
荒

唐
﹂
と
は
、﹁
言
説
が
と
り
と
め
な

い
こ
と
、
荒
誕
、
妄
説
﹂
と
あ
る(
広

辞
苑)

。
全
体
で
、﹁
と
り
と
め
が
な

く
考
え
に
根
拠
の
な
い
こ
と
。
で
た

ら
め
﹂
と
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。

割
合
よ
く
使
う
言
葉
だ
か
ら
多
分
そ

の
意
味
も
み
ん
な
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
無
稽
の
﹁
稽
﹂
は

考
え
の
意
味
だ
。
だ
か
ら
﹁
稽
古
﹂

と
い
う
の
は
、﹁
古
い
こ
と
、
昔
か

ら
の
仕
来
り
な
ど
を
考
え
る
﹂
と
い

う
の
が
原
意
な
の
だ
。

　

こ
の
言
葉
を
北
朝
鮮
系
の
新
聞
が

使
っ
て
、
日
本
を
非
難
し
た
。
六
カ

国
協
議
で
合
意
し
た
作
業
部
会
で
の

日
本
の
﹁
拉
致
被
害
者
﹂
に
つ
い
て

の
諸
要
求
に
こ
う
言
っ
て
反
論
し
た

の
だ
。
先
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

対
し
て
取
っ
た
日
本
の
経
済
制
裁
に

つ
い
て
、
交
渉
窓
口
に
な
っ
て
い
る

大
使
が
日
本
の
態
度
を
﹁
言
語
道
断
﹂

だ
と
言
っ
て
息
巻
い
た
の
を
思
い
出

す
。
今
回
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ハ
ノ
イ
ま

で
出
向
い
て
、
日
本
を
ま
っ
た
く
コ

ケ
に
し
た
態
度
、
一
体
、
こ
の
国
の

政
府
の
人
た
ち
に
は
誠
意
と
い
う
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
型
ど
お
り
、

作
業
部
会
は
開
い
た
よ
と
い
う
事
実

を
作
る
た
め
だ
け
の
会
合
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
よ
く
日
本
は
我
慢
し
て

い
る
と
思
う
。

　

将
来
に
わ
た
り
、
未
来
永
劫
こ
ん

な
関
係
が
続
く
は
ず
は
な
か
ろ
う

が
、
こ
う
い
う
事
を
言
っ
た
人
た
ち

は
そ
の
時
恥
ず
か
し
く
な
い
だ
ろ
う

か
。
政
治
の
世
界
で
は
、
そ
う
い
う

言
葉
の
こ
と
は
後
か
ら
は
問
題
に
さ

れ
た
こ
と
を
余
り
聞
か
な
い
。
確
か

に
未
来
志
向
は
必
要
だ
か
ら
、
過
去

の
言
説
に
と
ら
わ
れ
る
の
は
良
く
な

い
だ
ろ
う
が
、
単
に
、
形
に
表
れ
た

行
為
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
言
説
に
つ
い

て
も
、
形
の
あ
る
行
為
と
共
に
き
ち

ん
と
問
題
に
し
清
算
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。
言
葉
の
暴
力
は
時
と
し

て
は
実
際
の
暴
力
よ
り
勝
る
こ
と
が

あ
る
。

　

ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
と
言
う
で

は
な
い
か
。  　
　
　
　

︵
Ｔ
︶

過
ち
は
易
き
と
こ
ろ
に
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昨
年
末
は
暖
冬
で
、
今
年
の
桜

の
開
花
予
想
は
名
古
屋
で
三
月

二
十
三
日
頃
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
三
月
に
入
っ
て
か
ら
寒
い
日
の

続
く
こ
と
続
く
こ
と
。
名
古
屋
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
西
部
に
位
置

し
て
い
る
鏡
ケ
池
わ
き
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
開
花
が
予
想
よ
り
も
遅

れ
、
実
際
に
開
花
し
た
の
は
三
月

も
末
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
の

入
学
式
が
四
月
五
日
に
行
わ
れ
、

こ
の
日
の
桜
の
開
花
は
ほ
ぼ
五
分

咲
き
で
あ
っ
た
。

　

な
ん
と
四
月
の
十
五
日
に
い

た
っ
て
も
、
鏡
ケ
池
の
桜
は
ま
だ

散
り
き
ら
な
い
で
い
る
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
ど
う
い
う
わ

け
か
満
開
の
頃
に
は
花
弁
が
白
っ

ぽ
く
て
そ
れ
ほ
ど
美
し
く
は
な
い

の
だ
が
、
花
び
ら
が
散
り
初
め
る

こ
ろ
に
は
花
弁
が
薄
く
桃
色
が
か

る
よ
う
に
な
っ
て
、
樹
幹
を
お
お

う
花
ぜ
ん
た
い
が
ピ
ン
ク
に
染
ま

り
艶
や
か
に
な
る
。

　

私
は
今
年
度
い
っ
ば
い
で
定
年

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
そ
う
な

が
く
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ

う
思
っ
て
、
四
月
五
日
に
は
休
暇

を
取
り
、
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
岡

崎
公
園
ま
で
出
か
け
た
。

　

茶
店
か
ら
岡
崎
城
を
取
り
囲
む

堀
川
の
一
部
が
見
渡
せ
る
。
堀
川

に
か
か
る
赤
い
欄
干
の
上
を
人
が

行
き
交
う
。
そ
の
周
り
を
桜
が
薄

く
、
紅
く
覆
っ
て
い
る
。
景
色
の

美
し
さ
に
酔
い
、
明
る
い
う
ち
か

ら
飲
ん
だ
酒
に
酔
い
、
私
は
翌
日

も
休
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
私
の
妻
は
ま

だ
生
き
て
い
る
。
毎
年
秋
か
ら
春

に
か
け
て
、
も
う
だ
め
か
と
い
う

状
態
が
長
年
つ
づ
い
て
い
る
。
低

気
圧
が
通
過
す
る
た
び
に
具
合
が

悪
く
な
る
。
冬
場
の
乾
燥
も
こ
た

え
る
ら
し
く
、
今
回
は
加
湿
器
で

何
と
か
も
ち
こ
た
え
た
。
妻
が
心

臓
の
手
術
を
し
て
か
ら
二
十
七
年

に
な
る
。

　

結
婚
し
た
当
初
は
今
池
に
近
い

春
岡
通
り
あ
た
り
に
住
ん
だ
。
大

学
ま
で
自
転
車
で
十
五
分
ほ
ど
で

と
て
も
近
い
。
一
緒
に
生
活
し
て

性
格
が
合
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
で
も
別
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
妻
は
出
産
の
た
め
に
青

森
に
帰
っ
た
。
そ
の
後
も
春
、
夏
、

正
月
と
半
年
ぐ
ら
い
は
実
家
に

帰
っ
て
い
る
。
私
は
家
に
帰
る
の

が
夜
の
十
一
時
か
ら
十
二
時
に
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
今
は
す
で
に
退
官
し

て
い
る
同
僚
の
松
原
さ
ん
と
ど
ん

ぐ
り
の
研
究
を
始
め
た
。
松
原
さ

ん
は
微
生
物
の
代
謝
に
関
す
る
実

験
屋
で
あ
っ
た
。
当
時
、
三
十
代

な
か
ば
で
、
世
界
の
競
争
相
手
を

打
ち
負
か
し
、
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団

に
も
招
聘
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
の

ほ
ほ
ん
と
し
て
い
た
私
は
、
ど
ん

ぐ
り
の
発
芽
実
験
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
松
原
さ
ん
に
鍛
え
ら
れ

た
。

　

大
学
院
時
代
に
鍛
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
私
は
、
毎
日
研
究
に
打

ち
込
ん
だ
。
今
に
な
っ
て
わ
か
っ

た
。
子
育
て
が
ど
ん
な
に
た
い
へ

ん
な
の
か
を
。
娘
が
生
ま
れ
た
次

の
春
、
公
務
員
の
宿
舎
に
移
っ
た
。

四
階
の
部
屋
で
あ
る
。
妻
が
毎
日

い
ら
い
ら
し
て
、
憂
鬱
な
日
が
続

い
た
。
二
人
の
乳
飲
み
子
を
抱
え

て
、
四
階
は
辛
か
っ
た
と
妻
が
言

う
。
当
時
、
私
は
家
庭
を
顧
み
な

か
っ
た
。
妻
が
心
臓
の
手
術
を
し

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
で

あ
っ
た
。

　

妻
が
手
術
を
し
た
数
年
後
に
、

ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ—

作
の
﹁
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
を
見
た
。

英
米
の
映
像
と
違
っ
て
、
タ
ル
コ

フ
ス
キ—

作
品
か
ら
は
、
た
い
へ

ん
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ

が
感
じ
ら
れ
る
。
謎
の
惑
星
ソ
ラ

リ
ス
に
は
海
が
あ
り
、
ど
う
や
ら

そ
の
海
に
は
知
的
生
命
体
が
存
在

す
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
ソ
ラ
リ

ス
の
上
空
か
ら
核
兵
器
で
爆
撃
す

る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
そ
れ

は
倫
理
的
に
ど
う
な
の
か
と
い
う

議
論
が
延
々
と
つ
づ
く
。

　

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

宇
宙
船
の
中
で
の
出
来
事
だ
。
金

属
製
の
壁
で
囲
ま
れ
た
曲
が
っ
た

通
路
で
、
一
人
の
女
性
が
再
生
す

る
。
主
人
公
の
死
ん
だ
妻
だ
っ
た
。

ど
う
や
ら
ソ
ラ
リ
ス
の
海
は
、
宇

宙
船
の
搭
乗
者
の
も
っ
と
も
深
い

記
憶
を
再
生
す
る
よ
う
な
の
だ
。

　

﹁
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
は
失
敗
作

だ
、
と
タ
ル
コ
フ
ス
キ—

自
身
は

言
っ
て
い
る
。
で
も
、
私
は
﹁
惑

星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
が
た
い
へ
ん
好
き

だ
。
た
だ
、
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ
で

は
真
に
迫
る
あ
の
緊
迫
感
は
感
じ

ら
れ
な
い
。
原
作
者
は
ポ—

ラ
ン

ド
の
Ｓ
Ｆ
作
家
ス
タ
ニ
ス
ラ
ム
・

レ
ム
で
、
邦
訳
の
題
は
﹁
ソ
ラ
リ

ス
の
陽
の
も
と
に
﹂
と
な
っ
て
い

る
。
以
前
に
文
庫
本
で
読
ん
だ
と

き
に
は
、
原
作
の
良
さ
が
理
解
で



き
な
か
っ
た
。
今
回
、
名
古
屋
大

学
の
中
央
図
書
館
か
ら
世
界
Ｓ
Ｆ

全
集
を
借
り
て
読
み
返
し
て
み
る

と
、
と
て
も
味
わ
い
深
く
感
じ
た
。

再
生
し
た
妻
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
も
死
ん
だ
妻
と
そ
っ
く
り
な
の

で
あ
る
が
、
主
人
公
の
ケ
ル
ビ
ン

は
、
自
分
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い

再
生
し
た
妻
と
は
や
は
り
し
っ
く

り
い
か
な
い
。
原
作
は
人
間
の
愛

情
と
い
う
も
の
を
暴
き
だ
し
て
い

る
。
恐
ろ
し
く
な
っ
た
ケ
ル
ビ
ン

は
妻
を
ロ
ケ
ッ
ト
に
載
せ
て
宇
宙

空
間
に
放
り
出
し
て
し
ま
う
。﹁
惑

星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
が
原
作
に
忠
実
な

の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
原
作
で
は
妻

は
次
の
日
に
は
再
生
し
、
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
振
る
舞

う
。
最
後
に
は
、
ソ
ラ
リ
ス
の
海

と
の
了
解
が
成
立
し
、
そ
し
て
妻

は
消
え
る
。
そ
の
詳
し
い
内
容
を

再
現
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
。

　

﹁
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
は
ど
こ
か

の
村
の
水
辺
か
ら
始
ま
る
。
タ
ル

コ
フ
ス
キ—

の
映
画
に
は
水
が
つ

き
も
の
で
あ
る
。﹁
惑
星
ソ
ラ
リ

ス
﹂
で
は
、
最
後
に
地
球
に
帰
還

す
る
場
面
が
出
て
来
る
。
原
作
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
懐
か
し
い

地
球
。
あ
の
懐
か
し
い
水
辺
。
め

で
た
し
め
で
た
し
、
と
思
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
手
塚
治
虫
の

解
説
を
読
ん
で
愕
然
と
し
た
。
帰

還
し
た
あ
の
懐
か
し
い
村
の
水
辺

は
、
ソ
ラ
リ
ス
の
海
の
中
の
記
憶

だ
っ
た
の
だ
。
レ
ム
が
﹁
惑
星
ソ

ラ
リ
ス
﹂
と
全
然
違
う
と
言
っ
て

怒
っ
た
と
い
う
理
由
も
納
得
で
き

た
。﹁
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
は
原
作

に
忠
実
な
よ
う
で
、
ま
っ
た
く
タ

ル
コ
フ
ス
キ—

の
独
自
の
世
界
な

の
で
あ
る
。

　

私
は
今
で
も
と
き
ど
き
思
い
出

す
。
私
の
妻
が
手
術
室
か
ら
ベ
ッ

ド
に
寝
た
状
態
で
引
き
出
さ
れ
て

来
る
と
き
の
こ
と
を
。
血
の
気
が

な
く
、
死
人
の
よ
う
な
感
じ
で
。

私
の
頭
か
ら
血
の
気
が
引
く
の
と

は
反
対
に
、
妻
の
顔
に
は
だ
ん
だ

ん
と
赤
み
が
さ
し
て
生
気
が
も
ど

る
。

　

手
術
は
午
前
中
に
は
終
わ
り
ま

す
よ
、
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
。
午

後
の
一
時
頃
に
は
、
遅
い
な
と
感

じ
て
は
い
た
が
、
病
院
の
喫
茶
店

に
行
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る

余
裕
も
あ
っ
た
。
午
後
の
三
時
に

な
っ
た
。
病
院
の
控
え
室
に
は
人

影
も
少
な
く
な
っ
た
。
も
う
週

刊
誌
の
活
字
も
目
に
入
ら
な
く
な

る
。
手
術
が
終
わ
っ
た
の
は
、
夕

方
に
近
い
午
後
の
五
時
頃
で
あ
っ

た
。

　

一
回
目
は
僧
坊
弁
を
切
開
す
る

手
術
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
成
功
す

る
と
、
今
度
は
血
液
の
流
入
が
過

剰
に
な
り
、
大
動
脈
弁
が
堪
え
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
弁
置
換
を
勧
め

ら
れ
た
。
一
回
目
の
手
術
を
決
断

す
る
ま
で
に
ど
れ
だ
け
時
間
を
費

や
し
た
か
。
主
治
医
に
説
明
を
聞

く
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
は
一
生
懸

命
聞
い
て
い
る
。
私
は
血
を
見
る

の
が
苦
手
な
タ
イ
プ
だ
。
説
明
は

上
の
空
だ
。
主
治
医
は
私
が
生
物

学
専
攻
だ
か
ら
体
の
つ
く
り
を
よ

く
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
余
計
詳
し
く
説
明
し
た

が
っ
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。
で
も

私
は
樹
木
が
対
象
で
人
間
の
こ
と

は
よ
く
知
ら
な
い
。
主
治
医
は
こ

れ
ま
で
は
ブ
タ
の
弁
で
弁
の
寿
命

が
短
か
か
っ
た
、
そ
れ
で
今
回
は

合
金
の
弁
に
す
る
と
言
う
。
そ
し

て
十
年
は
も
つ
で
し
ょ
う
、
と
言

わ
れ
た
。

　

二
度
目
の
手
術
は
午
後
の
三
時

頃
ま
で
か
か
る
で
し
ょ
う
、
と
言

わ
れ
た
。
夕
方
の
五
時
頃
に
は
前

回
も
だ
い
ぶ
遅
く
ま
で
掛
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。
点
滴

用
の
セ
ッ
ト
が
付
い
た
ベ
ッ
ド
に

横
た
わ
っ
た
妻
が
、
ベ
ッ
ド
の
ま

ま
手
術
室
に
入
れ
ら
れ
る
。
す
る

と
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
お
さ
ら
ば
す

る
。
こ
の
世
の
別
れ
か
と
い
う

感
じ
が
し
た
。
そ
れ
も
二
度
も
味

わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

二
度
目
の
手
術
は
夜
の
九
時
頃

に
済
ん
だ
。
例
の
ご
と
く
死
人
の

よ
う
な
妻
が
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ

て
い
る
。
手
術
は
失
敗
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
妻
は
死
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
不
安
が
襲
う
。
そ
の

う
ち
妻
の
顔
に
赤
み
が
さ
し
て
く

る
。
私
が
タ
ル
コ
フ
ス
キ—

の﹁
惑

星
ソ
ラ
リ
ス
﹂
に
感
動
し
た
の
は

こ
の
よ
う
な
体
験
を
映
画
が
再
体

験
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
に
違
い
な

い
。
そ
の
後
ず
っ
と
妻
の
心
臓
か

ら
は
二
枚
の
金
属
が
音
を
立
て
て

い
る
。

　

妻
の
心
臓
は
ペ—

ス
メ—

カ—

で
動
い
て
い
る
。
ど
う
い
う
わ
け

か
ペ—

ス
メ—

カ—

は
妻
の
体
内

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
ペ—

ス

メ—

カ—

か
ら
の
電
線
が
血
管
を

通
じ
て
心
臓
ま
で
達
し
て
心
臓
に

刺
激
を
与
え
て
人
工
的
に
動
か
し

て
い
る
の
だ
。

　

ペ—

ス
メ—

カ—

の
手
術
の
と

き
で
あ
る
。
術
後
の
集
中
治
療
室

で
妻
の
心
臓
の
脈
拍
が
急
に
落
ち

て
行
く
の
が
モ
ニ
タ—

に
映
っ
て

い
る
。
気
の
弱
い
私
の
心
臓
も
止

ま
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
私
と
同
じ

く
ら
い
の
若
い
医
者
が
一
時
間
ほ

ど
必
死
に
処
置
し
て
、
妻
の
脈
拍

は
正
常
に
戻
っ
た
。

　

ペ—

ス
メ—

カ—

を
埋
め
込

む
と
き
と
、
取
り
替
え
る
と
き

と
、
こ
れ
ま
で
二
度
の
手
術
に
立

ち
会
っ
て
き
た
。
三
度
目
は
手
術

は
無
理
と
判
断
さ
れ
た
。
あ
と
は

電
池
の
寿
命
を
待
つ
ば
か
り
で
あ

る
。
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ュ
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に
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！

　

３
月
の
声
を
聞
く
と
卒
業
式
の

ニ
ュ
ー
ス
と
共
に
、
昨
年
来
全
国
の

高
校
で
問
題
に
な
っ
た
必
修
単
位
の

未
履
修
問
題
に
関
わ
る
話
題
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
卒
業
式
は
終
わ
っ
て

も
未
だ
本
当
に
晴
れ
て
卒
業
で
は
な

い
の
だ
。
未
履
修
単
位
の
補
習
授
業

が
あ
る
の
だ
。
授
業
を
す
る
先
生
も

受
け
る
生
徒
も
身
が
入
る
わ
け
は
あ

る
ま
い
。
そ
れ
と
も
、
余
り
成
績
に

と
ら
わ
れ
ず
に
の
び
の
び
と
出
来
る

の
か
し
ら
。

　

全
国
に
こ
の
問
題
が
拡
が
っ
た
た

め
に
、
こ
れ
は
大
き
な
話
題
に
な
っ

た
。
こ
の
問
題
は
﹁
赤
信
号
み
ん
な

で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
﹂
み
た
い
だ
っ

た
。
最
初
、
確
か
、
富
山
県
の
高
岡

で
こ
の
問
題
が
発
覚
し
た
と
き
に
は

そ
の
高
校
三
年
生
達
は
、
卒
業
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
あ
ち
ら
で
も
こ
ち

ら
で
も
と
な
っ
て
文
科
省
も
教
育
委

員
会
も
あ
わ
て
、
結
局
、
補
修
授
業

で
事
を
済
ま
せ
、
卒
業
延
期
に
は
な

ら
な
く
て
、
一
面
は
良
か
っ
た
。
生

徒
達
が
悪
い
の
で
な
い
か
ら
当
然

だ
。
と
は
い
う
も
の
の
、
い
く
つ
も

の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。

　

第
一
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ゆ
と
り
教
育
﹂

な
る
も
の
が
根
底
か
ら
揺
ら
い
だ
。

折
し
も
開
か
れ
た
教
育
再
生
会
議
で

も
こ
の
本
来
の
問
題
で
は
な
か
っ
た

未
履
修
問
題
が
中
心
的
な
話
題
に

な
っ
て
し
ま
い
、﹁
ゆ
と
り
教
育
﹂

は
と
ん
だ
と
ば
っ
ち
り
を
受
け
た
。

　

こ
の
問
題
の
検
討
の
中
で
、
こ
の

単
位
履
修
と
い
う
こ
と
を
﹁
生
徒
の

負
担
﹂
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
が
、

誰
が
言
っ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
一

体
何
を
考
え
て
い
る
の
か
と
言
い
た

い
。﹁
負
担
﹂
と
は
ど
う
い
う
事
な

の
か
。
高
校
生
と
し
て
履
修
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
単
位
、
こ
れ
を
負
担

と
い
う
な
ら
高
校
教
育
は
成
り
立
つ

ま
い
。
負
担
な
ど
は
あ
っ
て
当
然
、

負
担
す
べ
き
事
も
負
担
さ
せ
ず
に
お

い
て
い
い
訳
が
な
い
。
そ
れ
は
甘
や

か
し
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
生
徒
そ
の

も
の
を
駄
目
に
す
る
こ
と
で
す
ら
あ

る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
入
試
で
の
科
目

数
に
つ
い
て
も
直
ぐ
受
験
生
の
負
担

が
ど
う
の
こ
う
の
と
言
わ
れ
、
大
学

や
、
高
校
で
の
教
師
の
持
ち
時
間
に

つ
い
て
も
や
は
り
負
担
と
い
う
こ
と

が
持
ち
出
さ
れ
る
。
確
か
に
、
公

平
な
負
担
と
か
、
一
部
に
極
端
な
こ

と
が
起
き
る
の
は
良
く
な
い
と
思
う

が
、
私
自
身
、
今
ま
で
か
な
り
、
他

の
人
よ
り
多
く
の
時
間
数
を
担
当
し

て
き
た
が
、
少
し
も
負
担
な
ど
と
考

え
た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
強
制

的
に
担
当
さ
せ
ら
れ
る
中
か
ら
色
々

の
発
見
が
あ
り
、
自
分
自
身
の
前
進

が
あ
っ
た
と
感
謝
す
ら
し
て
い
る
。

勿
論
、
過
労
に
な
る
ほ
ど
の
こ
と
は

い
け
な
い
と
思
う
け
れ
ど
も
。
と
に

か
く
、
何
で
も
負
担
は
軽
け
れ
ば
い

い
わ
け
で
は
な
い
。
折
し
も
、
今
日

の
中
日
夕
刊
社
会
時
評
に
﹁
負
担
を

嫌
う
心
象
﹂
と
い
う
見
出
し
が
目
に

付
い
た
。
高
村
薫
氏
の
筆
に
な
る
文

章
で
あ
る
。
内
容
は
主
と
し
て
金
銭

的
な
負
担
の
問
題
で
あ
る
が
、
同
質

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
中
に﹁
負

担
を
嫌
う
心
象
は
⋮
⋮
モ
ラ
ル
の
崩

壊
も
生
ん
で
ゆ
く
﹂
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
ま
た
、﹁
負
担
を
嫌
い

﹁
楽
す
る
﹂﹁
得
す
る
﹂
と
い
う
感
覚

ば
か
り
を
肥
大
さ
せ
る
の
は
自
由
主

義
経
済
が
求
め
る
本
来
の
姿
で
は
な

い
。
自
発
的
な
義
務
や
コ
ス
ト
の
負

担
を
受
け
入
れ
る
、
き
わ
め
て
成
熟

し
た
自
由
主
義
社
会
へ
の
道
は
、
未

だ
遠
い
。﹂
と
こ
の
モ
ラ
ル
の
崩
壊

の
現
状
を
憂
え
て
い
る
の
に
同
感
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

入
試
科
目
の
こ
と
は
、
入
試
に
な

い
と
い
う
だ
け
で
勉
強
に
身
が
入
ら

な
い
と
い
う
困
っ
た
事
情
が
あ
る
か

ら
や
や
こ
し
い
の
で
、
別
に
論
ず
る

こ
と
に
す
る
。
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必
須
単
位
の
未
履
修

進
し
た
構
造
改
革
の
結
果
、
正
社
員

と
非
正
規
社
員
、
元
気
な
地
域
と
不

景
気
な
地
域
、
ひ
い
て
は
、
一
時
、

日
本
は
全
て
中
流
社
会
だ
と
言
っ

　

こ
の
頃
﹁
格
差
﹂
と
い
う
言
葉
が

あ
た
か
も
日
本
社
会
の
有
様
を
映
し

出
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
曰
く
、
小
泉
内
閣
が
推

言

い

換

え



赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト

て
い
た
の
が
、
持
て
る
層
と
持
た
ざ

る
層
に
分
裂
し
た
と
。
し
か
も
、
格

差
の
あ
る
こ
と
は
競
争
の
結
果
で
あ

り
、
そ
れ
が
又
、
競
争
を
促
し
て
、

結
果
的
に
活
力
有
る
社
会
を
作
る
の

だ
と
。
一
面
尤
も
で
あ
り
、
又
、
一

面
、
そ
の
ひ
ず
み
が
問
題
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
月
23
日
の
衆
議
院

予
算
委
員
会
で
の
質
問
を
聞
い
て
い

て
、
こ
ん
な
事
を
感
じ
た
。
質
問
者

は
嘗
て
大
臣
も
経
験
し
た
が
、
郵
政

民
営
化
法
案
に
反
対
し
た
か
ど
で
、

自
民
党
を
追
い
出
さ
れ
、
選
挙
で
は

所
謂
刺
客
に
勝
っ
て
再
び
国
会
議
員

に
な
っ
た
野
田
聖
子
氏
。
彼
女
は
、

少
子
化
対
策
の
こ
と
を
熱
心
に
質
問

し
て
い
た
。
た
だ
、
郵
政
だ
け
が
私

の
持
ち
分
で
は
な
い
と
言
い
な
が

ら
。
そ
の
中
で
、安
部
内
閣
で
は
﹁
格

差
﹂
と
い
う
言
葉
は
お
嫌
い
な
よ
う

だ
か
ら
と
、
自
ら
﹁
格
差
﹂
を
禁
句

と
し
て
、
や
は
り
そ
う
い
う
現
象
が

あ
る
と
い
う
事
を
﹁
二
極
化
﹂
と
表

現
し
て
い
た
。

　

二
極
化
と
言
お
う
が
、
格
差
と
言

お
う
が
言
わ
ん
と
す
る
内
容
は
同

じ
。
こ
ん
な
ま
さ
に
子
供
だ
ま
し
同

然
の
﹁
言
い
換
え
﹂
で
は
、
ゴ
マ
カ

シ
だ
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
有
る
ま

い
。
言
葉
を
沢
山
知
っ
て
い
る
の
は

い
い
こ
と
だ
。
以
前
の
小
渕
総
理
大

臣
は
﹁
ボ
キ
ャ
貧
﹂
と
か
ら
か
わ
れ

て
い
た
。
同
じ
事
は
同
じ
言
葉
で
言

現
し
て
い
る
の
を
見
聞
き
す
る
が
、

畜
生
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
ど

ん
な
生
物
も
、
涙
ぐ
ま
し
い
や
り
方

で
我
が
身
を
削
っ
て
で
も
子
孫
を
残

そ
う
と
す
る
。
尤
も
、
一
部
の
生
物

を
除
い
て
は
、
自
分
の
遺
伝
子
だ
け

を
大
切
に
し
、
同
じ
子
供
で
あ
っ
て

も
、
他
の
親
の
子
は
全
く
保
護
の
対

象
で
は
な
く
、
餌
食
で
す
ら
あ
る
の

が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
で

は
万
物
の
霊
長
人
間
は
違
う
。
勿
論

こ
の
点
に
関
し
て
も
、
人
間
特
有
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
。

　

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
に
話
を
戻
す

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
例
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
特
に
捨
て
子
が
増
え
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
だ
。
確
か
に
、
捨
て
た

く
て
捨
て
る
わ
け
で
は
な
く
、
や
む

に
や
ま
れ
ず
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
か
ら
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。

　

何
に
し
ろ
、
子
供
受
難
の
時
代
、

赤
ち
ゃ
ん
に
は
抵
抗
の
す
べ
が
な

い
。
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
で
こ
の
世
に

生
を
得
た
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
祈
ろ

う
で
は
な
い
か
。
名
前
が
気
に
入
ら

な
け
れ
ば
、
い
い
名
前
を
考
え
て
。

　
　
　

︵
田　

２
０
０
７
・
３
・
５
記
︶

　

こ
れ
は
、
そ
の
後
、
正
式
に
認
可

さ
れ
、﹁
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ゆ
り
か
ご
﹂

の
名
称
で
設
置
さ
れ
た
。

　

熊
本
市
の
病
院
が
、
赤
ち
ゃ
ん
ポ

ス
ト
の
新
設
を
申
請
し
、
熊
本
市
は

厚
生
労
働
省
に
許
可
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
法
律
に
は
特
に
違
反
す
る
と
こ

ろ
は
な
い
と
い
う
反
応
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
政
府
で
は
、
首
相
は
じ
め

猛
反
発
、
捨
て
子
の
勧
め
み
た
い
に

な
ら
な
い
か
と
か
、﹁
赤
ち
ゃ
ん
ポ

ス
ト
﹂
な
ど
と
い
う
名
称
が
気
に
入

ら
な
い
と
か
と
。
お
役
人
も
急
遽
、

﹁
い
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、
法
律
に
は
違
反
し
な
い
が
、
な

る
べ
く
は
そ
う
い
う
物
は
作
ら
な
い

方
が
い
い
﹂
と
言
っ
た
と
か
弁
明
し

て
い
る
。

　

昔
か
ら
捨
て
子
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
た
。
や
む
に
や
ま
れ
ず
、
親
は

身
を
切
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
で
い
い

人
に
拾
っ
て
貰
う
こ
と
を
願
っ
て
捨

て
子
を
し
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
明

く
る
日
︵2

0
0
7
.2

.2
4

︶
中
日
新
聞

の
中
日
春
秋
の
劈
頭
に
、﹁
今
捨
て

る
子
に
あ
り
た
け
の
乳
を
呑
ま
せ
﹂

と
い
う
江
戸
時
代
の
川
柳
が
載
せ
ら

れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
悲
し
い
一

面
だ
。
子
を
捨
て
る
一
種
の
儀
式
の

よ
う
な
物
ま
で
あ
り
、
哀
切
さ
が
身

に
し
み
る
。

　

今
の
時
代
、
我
が
子
を
、
普
通
に

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
扱
い
か
た

を
す
る
親
が
居
る
。
我
が
子
を
邪
魔

に
し
、
自
分
の
欲
望
だ
け
を
追
求
す

る
人
非
人
の
親
が
居
る
。
そ
れ
を
よ

く
、
畜
生
以
下
と
い
う
言
い
方
で
表

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
勿
論

あ
る
。
し
か
し
、
日
常
会
話
に
し
ろ
、

手
紙
の
文
章
に
し
ろ
、
ち
ょ
っ
と
し

た
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
も
、﹁
語
彙
の

豊
富
﹂
な
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
。

　

だ
か
ら
、
格
差
の
あ
る
こ
と
を
社

会
の
二
極
化
と
い
う
の
は
表
現
と
し

て
は
千
篇
一
律
を
避
け
る
こ
と
に
は

な
る
が
、
事
実
と
し
て
あ
る
﹁
格
差
﹂

を
覆
い
隠
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
与

党
議
員
と
し
て
は
、
又
、
復
党
を
認

め
て
く
れ
た
安
部
氏
の
内
閣
に
は
い

や
が
る
格
差
と
い
う
言
葉
は
使
え
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は

逆
に
、
与
党
議
員
か
ら
見
て
も
厳
然

た
る
格
差
社
会
が
現
出
し
て
き
た
こ

と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
以
外
で
は

な
か
ろ
う
。

　
　
　

︵
田　

２
０
０
７
・
３
・
15
記
︶



退
官
教
官
の
声
に
興
味
を

★
退
官
さ
れ
る
教
官
の
色
々
な
声
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。　

︻
四
角
菌
︼

退
職
の
言
葉
が
面
白
か
っ
た

★
退
職
さ
れ
る
職
員
の
方
々
の
お
言

葉
が
面
白
か
っ
た
で
す
。︻
ま
る
こ
︼

Ｆ
Ｎ
次
回
で
１
０
０
回
で
す
ね

★
広
木
先
生
の
新
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
が
今
ま
で
ど
お
り
見
開
き
に
戻
っ

て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
次
回
は
つ

い
に
１
０
０
回
で
す
ね
。
今
ま
で
を

振
り
返
っ
て
、
み
た
い
な
特
集
が
あ

る
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
前
回
は

記
念
講
演
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
で
興
味
の
あ
る
公
演
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
記
念
講
演
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
特
別
セ
ミ
ナ

等
の
情
報
も
で
き
た
ら
知
ら
せ
て
も

ら
え
れ
ば
な
、
と
思
い
ま
す
。

︻
玉
木
一
郎
︼

▼
情
報
集
め
も
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
編
集
中
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
少
し
で

も
載
せ
ら
れ
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
と

　

思
い
ま
す
。　
　

︻
か
け
は
し
編
集
部
︼

か

け

は

し

の

輪

退
職
さ
れ
た
方
の
昔
話
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

︻
涌
井
義
一
︼

送
別
特
集
楽
し
く
読
み
ま
し
た

★
退
職
さ
れ
る
教
職
員
の
方
々
の
送

別
特
集
へ
の
寄
稿
を
と
て
も
楽
し
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段

知
る
先
生
の
意
外
な
一
面
を
垣
間
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

︻M
a
u

s

︼

ツ
ア
ー
楽
し
そ
う

★
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
や
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
の
み
な
さ
ん
が
、
と
て
も
楽
し

そ
う
な
雰
囲
気
が
紙
面
か
ら
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。　
　
　
　

  

︻A
n

d
y

︼

鈴
鹿
市
出
身
な
の
で

★
鈴
鹿
市
出
身
で
あ
る
の
で
、
ミ
ス

テ
リ
ー
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
を
興
味
深

く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。︻Ba

ik
a
list

︼

ツ
ア
ー
行
け
ば
よ
か
っ
た

★
ミ
ス
テ
リ
ー
酒
蔵
ツ
ア
ー
が
楽
し

そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
も
行
け
ば
よ

か
っ
た
!!!　
　
　
　
　
　
　

︻T
.K

.

︼

「
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
」
が
面
白

か
っ
た
で
す

︻
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
︼　
　

３ 

・
４
月 

号

の

感

想

意

見

と

　

通　

信　

自
転
車
も
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

★
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喝
の
コ
ー
ナ
ー
で

自
転
車
も
位
置
づ
け
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
の
を
読
ん
で
み

て
、
私
は
普
段
自
転
車
で
通
学
し
て

い
る
の
で
す
が
、
自
転
車
を
利
用
す

る
と
き
に
お
け
る
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
て
も
興
味

深
い
内
容
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
通

学
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
す
る
際
に

は
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
意
識

し
な
が
ら
利
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　

︻
え
い
ち
ゃ
ん
︼

レ
ン
タ
ル
し
て
見
て
み
よ
う

★
﹁
男
た
ち
の
大
和
﹂
上
映
会
に
つ

い
て
を
読
ん
で
。
当
日
は
他
の
用
事

が
あ
り
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
記
事
や
感
想
文
を
読
ん
で
い
る

と
、
良
い
映
画
の
よ
う
で
す
ね
。
レ

ン
タ
ル
し
て
見
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

︻
Ｊ
Ｊ
Ｊ
︼

理
カ
フ
ェ
の
評
判
よ
く
な
い
よ

★
理
系
カ
フ
ェ
の
評
判
が
あ
ま
り
よ

ろ
し
く
な
い
よ
う
で
す
。
私
も
一
・
二

度
行
っ
た
き
り
で
利
用
し
て
い
ま
せ

ん
。
書
籍
も
わ
ざ
わ
ざ
南
部
ま
で
出

か
け
て
い
ま
す
。　
　

︻
赤
松
保
雄
︼

准
教
授
・
助
教
制
度
に
つ
い
て
も

★
教
育
基
本
法
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
月
に
導
入
さ
れ
る
准
教
授
・

助
教
制
度
に
つ
い
て
も
貴
誌
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

︻M
a
u

s

︼

憲
章
制
定
の
経
緯
も
知
り
た
い

★
平
和
憲
章
そ
の
も
の
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
設
立
に
あ
た
っ
て
多
く

の
困
難
が
あ
っ
た
と
は
全
然
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
制
定
の
経
緯
を
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
で
す
。︻

Ｊ
Ｊ
Ｊ
︼

生
協
の
利
用
方
法
、
可
能
性
拡
大

︻
四
角
菌
︼

楽
し
い
ツ
ア
ー
に
期
待
し
て
ま
す

★
こ
れ
か
ら
も
生
協
主
催
の
楽
し
い

ツ
ア
ー
を
期
待
し
て
い
ま
す
!!!
︻

T.K.
︼

リ
ゾ
ッ
ト
や
パ
ス
タ
も

★
カ
フ
ェ
フ
ロ
ン
テ
に
リ
ゾ
ッ
ト
と

か
パ
ス
タ
と
か
お
い
て
欲
し
い
。　

　
　
　
　
　
　
　

︻
ま
る
こ
︼



○氏　名　　　　　　　　　　　組合員証番号　　　　　　　　　

○所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教職員・院生）

○連絡先　　　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　　

○誌上匿名希望の方はペンネーム　　　　　　　　　　　　

名大生協

　「かけはし」編集委員会行

山 折 り

山 折 り

研究科
学部
ｾﾝﾀｰ

専攻・課
学科・掛

学 内 便
NAGOYA

番号　　　氏　　名　　　　　　所　　　属　　　　　    内  線 　 組合員証番号

①平和憲章制定 20 周年企画「日本の青空」上映会１【６月 10 日 12:30 〜】

②平和憲章制定 20 周年企画「日本の青空」上映会２【６月 10 日 15:30 〜】

③能登半島地震災害救援「ビアガーデン」【６月 28 日 ( 木 )】

参加申込用紙



アンケートに
ご協力願います。

第　２７１　号

クイズのこたえ　　　　　　　　　

☆今月号を読ん
での感想

☆記事にしてほしいこと。生協へのご
意見やみなさんからの通信をぜひ。

COOPクイズへの応募、アンケートの回答は、http://kyoshoku.coop.nagoya-u.ac.jp
/kakehashi/answer.html  から送信できます。また、e-mail: kyoshoku-c@coop.
nagoya-u.ac.jp でも受け付けます。必要事項をもれなく記入してください。



CO-OP QUIZ

第
２
７
０
号
の
当
選
者

・
応
募
総
数　

‥
‥
13
人

・
正
解
者
数　

‥
‥
13
人

・
当
選
者　
（
敬
称
略
）

伊
奈　

直
子
︵
理
学
研
究
科
︶

涌
井　

義
一
︵
工
学
研
究
科
︶

佐
伯　

栄
治
︵
生
命
農
学
研
究
科
︶

小
田
切
雄
司
︵
生
命
農
学
研
究
科
︶

村
上　

拓
馬
︵
環
境
学
研
究
科
︶

以
上
の
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

お
送
り
し
ま
す
。

　

応
募
要
項　

○
締
め
切
り
は
６
月
17
日

○
発
表
は
本
誌
、
７
・
８
月
号

○
正
解
者
（
但
し
、
①
組
合
員

＝
当
選
後
ご
加
入
も
可
、
②

意
見
・
感
想
記
入
者
）
の
中

か
ら
、
抽
選
で
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。

○
生
協
へ
の
意
見
・
要
望
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

CO-OP QUIZ N o . ２ ７ １
2007 月５・６月号

　縦と横に書かれた数字にしたがってマ

スをうめていくと絵（または文字）が現

れます。それは何でしょう。

　（ヒント＝夏ですね）

***********************

　クイズが解けたらぜひ応募してくださ

い。クイズの嫌いな方は、ご意見だけで

も歓迎します。

***********************

　前回の正解は「スキー」でした。寄せ

られた解答でスキーヤーなども正解とし

ています。解き方がまだわからない方は、

解答の絵の数字と黒マスの関係をよく見

てください。　

***********************

　あなたも Logic の問題を創作（出題）

してみませんか。問題の投稿も歓迎しま

す。手描きでもＯＫ。

　採用の方には図書カードを進呈。

前 回 の

問 題



テーマ 氏　名 所属（研究科） 開催日 開始時刻 開催場所
Why do household portfolio shares rise in wealth? Motohiro Yogo Pennsylvania 5 月 9日 16:30 ～ 経済学部第１会議室
家計と認知症
　「支えが必要となるとき」
　「権利擁護と成年後見」
　「権利と財産擁護～金融企業が支えられること～」

鈴木裕介
名倉勇一郎
大沼隆彦

医学系研究科
成年後見センター
りそな銀行

5月 20日 13～
大幸キャンパス
保健学科大講義室
定員：250名
参加費：500円

日中政治経済関係の未来 馬継生 中国駐日大使館公
使参事官 5月 23日 16:30 ～ 経済学部第5演習室

どこまでできる地震予知 山岡耕春 環境学研究科 5月 29日 18～ 環境総合館1階レク
チャーホール

Simultaneous Measurement of Time and Risk 
Preferences 依田高典 京都大学 5月 31日 17:30 ～ 経済学部第１会議室
アジアの発展と日本経済（定員 100名先着順 )
http://erc2.soec.nagoya-u.ac.jp/

原田　泰 大和総研 6月 1日 18～ 名古屋銀行協会

Employment and the Measures of Employment 
in the USA Tao Wu 米国連邦準備銀行 6月 15日 16:30 ～ 経済学部第5演習室

インドネシアの所得格差 本台進 東アジア研究セン
ター研究部長 6月 20日 16:30 ～ 経済学部第5演習室

Literary Pleasure and Global Appeal. Greg Clingham Bucknell Univ. 6 月 22日 16:30 ～ 文学部 130室

液状化の謎に迫る -地盤工学のアプローチ- 浅岡顕 6月 27日 18～ 環境総合館1階レク
チャーホール

今月のシンポジウム・公開講座

名古屋大学平和憲章制定20周年記念企画
第3弾
　平和憲章エッセイ募集 (募集期間4月～6月末日 )
　　　平和憲章を読みテーマ自由で 1,000 字～ 1,600 字程度
　　　入選の賞品は「オキナワの旅」全額援助

第４弾
　チャールズ・オーバビー博士講演会「国際平和と憲法9条」詳しくは→ 4P
　　　日時 :6 月 6日 18時～
　　　会場：法学部第 3講義室
　　　入場無料

第５弾
　ミニ平和資料館＆フェアトレードカフェ　詳しくは→ 4P
　　　日時 :6 月 9日 ( 土 ) ～ 10 日 ( 日 )
　　　会場 : 全学教育棟 1階　S17 教室

第６弾
　映画「日本の青空」上映会　詳しくは→ 5P
　　　日時 :6 月 10 日 ( 日 ) 第 1部 12:30 ～、第 2部 15:30 ～
　　　会場 :IB 電子情報館大講義室
　　　前売り協力券：一般 1,200 円、学生 1,000 円 ( 購入は生協旅行・サービス部で )


